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 会津若松商工会議所 副会頭 

 日本大学商学部卒業。大学在籍中に雑貨輸

入販売を始め、成功をおさめる。家業を継ぐ

ために２０数年ぶりに会津若松市に帰郷し、

その衰退ぶりに心を痛める。地域に残る歴史

的建造物の保存・再生を手始めに、景観を活

かしたまちづくりを推進。市民や行政、各種

団体を巻き込みながら、中心市街地活性化、

まちなか観光の発展に成功した。有限会社澁

川問屋代表取締役、七日町通りまちなみ協議

会会長、株式会社まちづくり会津代表取締役、

国土交通省認定観光カリスマなどとして活躍

中。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どうも、こんにちは。ただいまご紹介をい

ただきました澁川と申します。会津若松って

お分かりでしょうか、山の中の。朝早く来た

んですけども、今日はそれこそ景観フォーラ

ムの開催、おめでとうございます。そして先

ほど受賞された皆様おめでとうございました。 

 私は単なる一商業者であって、景観に関す

る学問的なこととか、あるいは建築学という、

建築のことに関して全くの門外漢なんですが、

ただ、最近は景観に関する話題がいろいろ出

てまいりました。 

 最近では新しいニュースとしては、この近

く、広島の鞆の浦の埋め立ての差し止めの判

決がございましたが、あれは宮崎駿先生の

「崖の上のポニョ」の舞台になったところな

んですけども、鞆の浦の歴史的・文化的な景

観というものは、地域住民の人だけではなく

て、国民全体の公益であると、工事されるこ

とによって、埋め立てることによって損害を

被るという判断のもとに差し止めということ

なんですが、歴史的景観がその地域の地域住

民にもたらす景観利益の保護のために、初め

ての司法判断ということで、こういった意味

では我々みたいな一商業者も、景観というも

のに非常に意識を持たざるを得ないような状

況になってきてるというふうに思っておりま

す。 

 当然、景観法が制定されてから、多分、姫

路市もそう、まだお聞きしてないんですが、

景観計画がつくられて、それに伴った景観行

政が、今、進行しているということだと思い

ます。 

 そんな中で今日は、何で会津若松市みたい

な田舎までお声がかかったのか分かりません。

まだ、いまだかつて分からないんですが、そ

れでも朝早く出てきた分、一生懸命お話をさ
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せていただきたいというふうに思います。 

 会津若松ってご存じですか。福島県って分

かります。多分、この辺の方は福島県と言っ

ても東北地方の福島県、どこにあるのか分か

んないと思うんです。ただ、会津若松という

と何となく「朝寝朝酒朝湯が大好きで、それ

で身上つぶした」小原庄助さんで有名な磐梯

山があるとこかなというふうなイメージを多

分持たれると思いますし、あるいは皆さん方、

今日お財布をあけると１,０００円札に数年前

から野口英世が肖像になってございますが、

あの野口英世が生まれたのが猪苗代といいま

して、会津若松からすぐそばの町なんですけ

ども、野口英世が産湯を使ったという猪苗代

湖があるんです。そんなのが会津に多分持っ

ていらっしゃるイメージ。 

 それから忘れてならないのは多分、皆さん

方会津というと戊辰戦争の白虎隊、長州とい

いますか萩の軍勢が来て、町中を壊してしま

ったというか、我々の先祖が皆殺しにされた

という、そういう話らしいんですけども、白

虎隊で有名な飯盛山とか鶴ヶ城、これが多分

皆様方が会津に持っておられるイメージだと

思うんです。 

 そういうふうに言うと、多分、会津って観

光地なんだなというふうに思われると思うん

ですね。確かに観光地ではあるんですが、実

は姫路と同じなんです。姫路城というのはも

う本当に世界遺産として世界一のお城として

有名です。いろんなお客さんが全国、全世界

から見においでになられるわけなんですが、

実は第二次世界大戦で町がほとんど戦火に遭

ってるわけですよね。 

 町並みとしての藩政時代のものはあまり残

ってないということをお聞きしました。会津

若松の戦争というのは第二次世界大戦ではな

くて、戊辰戦争のことを言うんです。戦後、

戦後というのは明治以降のことを言うんです。 

 ご存じだと思うんですが、薩摩・長州の軍

勢が会津に押し寄せてきて、町が一たん破壊

されてるんです。ですから、ほかの城下町み

たいに武家屋敷とか、そういったものが全く

ないような城下町なんです。 

 皆さん方で会津に行ってこられたという方

いらっしゃいますか。もしいらっしゃったら。

あまりいらっしゃらない。ぜひ来てください。 

 会津若松に今までいらっしゃった方は、会

津若松の中心市街地から郊外の方にロケーシ

ョンされている飯盛山と鶴ヶ城ともう一つ東

山温泉というのがあるんです、この三つ、こ

の３点セットを回って次の日はバイパスを抜

けて、猪苗代、裏磐梯という画一的なルート

に終始していたわけです。つまり、会津の町

はほとんど見てなくて、会津に行ってきたと

言われていると思うんですよ。そういう特殊

な観光地だというふうに思っていただければ

結構です。 

 会津若松に、そういったことでいろんな方

がいらっしゃったんですが、どのぐらいの数

が来てるのかなというふうに思われると思う

んですが、姫路は何か昨年は１,０００万人を

超えたと。たまさか菓子博が２０年にあった

ので、あのとき１００万人弱ぐらいの方がイ

ベントにおいでになったので、それをプラス

されればということなんですが、それ以前は

大体８５０万人、９００万人弱ぐらいの入り

込み数と。この数は全国津々浦々の観光地を

見てもすごい数なんですよね。ちょっと類を

見ないといいますか、それだけの経済波及効

果があるかどうか分かりませんけども、実際

そういった数が来られているというのは本当

に驚異的な数字ではないかというふうには思

っております。 

 会津若松は今から１５年前に、今日も若い

方、年配の方もいらっしゃいますけども、多

分年配の方はご存じだと思います、１５年ぐ

らい前に堀内孝雄が歌ってヒットしました

「愛しき日々」という歌、うなずいている方

はカラオケで歌ってらっしゃると思うんです

が、この歌が大ヒットしたんですけど、これ

は日本テレビの大型時代番組「白虎隊」の为

題歌だったんです。 
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 それこそ昨日亡くなられた森繁久弥さんと

か里見浩太朗さんとか、そういった大型時代

劇の俳優が出演しまして、高視聴率を発揮し

た番組なんですが、それが今から１５年ぐら

い前の大みそかに放映されまして、そのアナ

ウンス効果があって、翌年３８０万人という

のが会津の観光客の入り込み数のピークなん

です。 

 ところが３８０万人ですから、地元は喜ん

で４００万人、５００万人を目指そうなんて

いうことで、いろいろ施策、官民一体となっ

て誘客の取り組みをやったんですが、皮肉に

もその翌年からどんどん目減りしまして、１

０年の間に１００万人減っちゃったんです、

１００万人以上。２７０万人まで減っちゃっ

たんです。 

 そういったその観光客というか、交流人口

の数が１００万人減るとどういう結果をもた

らすかというと、これは福島大学というとこ

ろがありまして、そこに、亡くなられたんで

すが、経済学部の下平尾という教授がいまし

て、いろんな試算をしたんですが、例えば姫

路でも会津若松でも結構なんですけども、１

００万人よそから人が、交流人口が来ていた

だくと、その地域の定住人口が３万人増えた

と同じ経済効果をもたらすというふうに試算

されております。 

 というと、会津若松はここ１０年の間に人

口が３万人ぐらい減った影響を受けていると

言っても過言ではないと思いますが、会津の

観光としての成り立ちといいますか、状況は

そんな状況なんです。 

 ただ、それにも増して、今、全国どの町を

見ても中心市街地の空洞化という問題、ある

いは少子高齢化、これも叫ばれて非常に久し

いわけなんですが、会津若松なんかは、ここ、

今、５３万人ぐらいですね、合併して。と違

って１２、１３万人の小さな町なんです。こ

この人口自体は今そんなに減ってない、ずっ

と同じ状況で推移してるということだと思う

んですけど、地方都市は大変な状況になって

るんです。 

 例えば、会津若松なんかは、県庁所在地か

ら大体５０キロ以上離れている地方都市とい

うのは、２０３０年、これは地域によって違

いますけども、２０３０年になると今いる人

口から２０％ぐらい減ると、２０５０年にな

ると４０％減るというふうな試算もされてい

ます。これは東北地方の場合、非常に過疎化

が激しいということもあって、そんな状況に

置かれているわけです。 

 そういった状況の中で、なおさら今度は消

費人口といいますか、皆さん方は郊外の大型

店で、若い方なんかは週に一遍ぐらい、車に

日用品・食料品などを買い出しに行かれると

いうパターンの買い物をされていると思うん

ですが、会津若松も当然そうです。会津若松

の周りには大型店がいっぱいできていまして、

同じようなパターンでの買い物です。 

 実は私、商工会議所に所属していますので、

いろんなリサーチするわけなんですけども、

買い回り品とか日用品以外の、今日は女性の

方が非常に少ないんですけども、女性の方の

嗜好品、例えばお洋服とか、アクセサリーと

か、そういった身につけるものとか、そうい

ったものの買い物の我々の町での傾向は、そ

ういった大型店よりも近隣の都会、姫路です

と神戸、車で３０、４０分ぐらい、４０分、

５０分ぐらいですかね。会津若松は車でやっ

ぱり３０、４０分ぐらい行くと郡山という新

幹線の停まる駅がございますが、聞いた方も

いらっしゃると思うんですけど、昔、東北の

シカゴと言われる、非常に务悪な環境のとこ

なんです。 

 そこは新興都市でいろんなショッピングモ

ールなんかもどんどんできてるんですけども、

そこに皆さん買い物に行くわけです。今、で

すからミニスカートはいた高校生は、土日祭

日になると電車あるいは高速バスに乗って、

みんなそこに買い物に行っちゃうんです。 

 もうちょっと年上のいわゆるお金を稼いで

る女性というか、ＯＬですね、そういった人
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たちはどこで買い物してるかというと、会津

若松ですと、新潟とか仙台、仙台は政令指定

都市です。そこに行くと東京と同じような買

い物がほとんどできるということです。 

 本当にお金を持ってる、マダム層といいま

すか、年配の女性の方は結果的にみんな東京

で買い物してるんです。会津若松から東京ま

で２時間ぐらいで行っちゃいますので。 

 今いろんな産業といいますか、ほとんどだ

めなんです。地方都市のどんな業種もだめな

んですけども、特にバス会社といいますか、

交通関係の業界も非常によくない、唯一高速

バス路線だけいいんです。 

 会津若松から郡山、３０分おきに朝から夜

まで何十便でしょうね、全部ほとんど満員で

す。会津若松から東京まで、会津若松を出発

して高速バスで東京に行くと終点が新宿南口

タイムズスクエア、つまり高島屋なんです。

１台で行ったバスが２台で帰ってくるという

ふうな現象が起きてるんです。 

 もう１台には本当に新宿の伊勢丹、小田急、

京王、三越、あそこはデパートのメッカです

けども、あそこのデパートの紙袋が満載にな

って１台は帰ってくるというふうな状況です。 

 つまり、規模の競争をしたんではもう東京

にかないっこないというのは、もうこれで実

証済みだと思うんです。私たち、先ほどから

言ってるように人口がどんどん減ってくる、

そういった消費人口の流出、さらには少子高

齢化という言葉がもう言われて久しいわけな

んですけども、会津若松の出生率は１.５前後

なんです、多分この辺もそうだと思うんです

けども、日本の平均が１.２９ぐらいだと思い

ます。 

 東京に至っては、東京は最低ですよね、出

生率は１.０９ぐらいだと思うんですが、もう

ほとんど子供は生まれないような状況の中で

も、東京２３区、毎年人口がクリアできてい

る、つまり前年対比増えてるわけです。２３

区全部増えてます。特に港区とか中央区、千

代田区、いわゆる都心３区と言われるところ

は１５％以上増えているわけです。 

 これはもちろんお分かりでしょうが、地方

都市の子供たちが、いわゆる生産年齢になる

と、進学あるいは就職でどんどん東京に、つ

まり昔から言われている、物、人、金の東京

一極集中が全然変わってないということです。 

 しからば、私たち本当に東北地方の会津若

松１２、１３万人です、人口、本当に田舎町

のそういったのは全国津々浦々いっぱいある

わけですけども、そのぐらいの規模の都市が

ね、どうやって再生したらいいんだろう、再

建したらいいんだろうということをいろいろ

考えてるんですけども、なかなか思うように

いかないわけです。 

 国もそれに対して、ただ手をこまねいてい

るわけではなくて、平成１０年には中心市街

地活性化法、あるいは大店立地法とか、都市

計画法の一部改正があって、いわゆるまちづ

くり三法なんかで、いろいろ取り組んでるわ

けなんですが、それで全国にＴＭＯなる組織

が４００も５００もできたというのはご存じ

だと思うんですけど、これも１０年以上たっ

ても、ほとんど効果ないわけですよね。 

 一昨年の８月ですか、改正中活法によって、

また、そういえばこの姫路市は何か新政権に

なって、改正中活法に基づく基本計画の認定

第１号だそうですよね、どなたかいらっしゃ

います。そうですね、すごいですね。何かそ

んなことがあって、これから本当に期待され

ると思うんですが、現実にはなかなか大変な

状況だと思うんですよ。 

 今、内閣府における認定は非常に厳しい、

ハードルが高くて、いろんな展開が始まって

ますけども、強いてシンボリックなとこです

と、例えば高松の丸亀商店街とか、あるいは

富山のＬＲＴとか、青森から提案のありまし

たコンパクトシティ構想とか、やってはいる

んですけども現実的にはなかなか、私も実際

行っていろいろお話を聞いてきてますが、な

かなか思うようにはいかないというのが実態

だと思うんです。 
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 それで私たち片田舎の、山の中の商業者が

じゃあどうしたらいい、いろんな知恵を絞っ

てるんですけども、本当に稚拙な考えに基づ

くわけなんですけども、何でこんなに全国の

町が衰退、疲弊していったのかということを

考えたときに、もちろんいろんな要因がいっ

ぱいあると思うんですけども、一つ、私はい

わゆる戦後、高度経済成長からバブルを経る

に、その時にほとんどの地方都市が東京に追

いつけ追い越せというまちづくりをしたはず

ですよね。 

 当時といいますか、私はまだ子供のころで

すね、私、２２年生まれですので、戦後間も

ない時なんですけども、私が幼稚園のころは

会津の山の中の人たち、あるいは東北地方の

どの町も東京があこがれの町だったんです。

東京に追いつけ追い越せ、だけど東京はなか

なか行けなかったんです。 

 私はおやじに連れられて、５歳ぐらいの時

に会津若松から電車に乗って、電車といって

もあのころ機関車といいますか、蒸気機関車

ですよね、乗って上野駅に着いて、９時間ぐ

らいかかってた、油煙で顔が真っ黒になるぐ

らい。でも、私なんかは東京に行けたから幸

せな方だったんです。ほとんどの人が行けな

かったんです。あこがれの東京、花の東京に

行きたいけども、行くような時間もお金もな

かなかなかった。 

 勢い、そういう人たちは自分の町に東京の

ような町をつくったわけです。東京に追いつ

け追い越せというのはこのことなんですけど

も、東京のような喫茶店、東京のようなレス

トラン、東京と同じ映画を見るというのが当

時の働く人たちのレクリエーションの代表的

な行動だったわけです。 

 ですから、当時はそういった効果が非常に

上がった。全国津々浦々に何とか銀座がいっ

ぱいできてきたわけです。ところが、翻って

今、私、車で２時間半で東京に行っちゃいま

す。会津若松みたいな田舎でも生意気なのは

ちょっと昼飯食いに東京に行ってくるなんて

日帰りしてるわけです。東京の六本木ヒルズ

で飯食ってね、表参道で買い物して、ミッド

タウンでスイーツやって帰ってきたとか、つ

まり本物の東京がすぐ手に入るわけです。 

 そうしましたら、今度は自分たちの町にあ

るミニ東京といいますか、疑似東京ですね、

全く魅力がなくなってしまった、だれも見向

きもしなくなった。町中に人がだれも集まら

なくなったというのも、大きな要因の一つで

はないかというふうに思ってるんです。 

 先ほど言ったように、少子高齢化とかそう

いったものについて我々は抜本的に、我々地

方都市の商業者が何とかしようなんて、もう

できっこないわけですから、私たちは何とか

活性化をするために、町のにぎわいを取り戻

すためにどうしたらいいだろうという知恵を

絞ったんですが、結果的に我々稚拙な考えの

中では、定住人口は確実に激減していく、交

流人口、つまり流出していった消費人口とか、

そういったものを超える数の交流人口を自分

の町に呼び込むしかないというふうに考えた

んです。 

 問題は、その交流人口って本当にいるのか

どうかということなんですが、いわゆる国内

旅行者っていうのは、今、年間４億４,０００

万人ぐらいいるわけです。その中でも宿泊を

伴う交流人口といいますか、観光客も含めて

３億７,０００万人と言われています。この数

自体は微減微増を繰り返しながらも、過去１

０年の間少し増えたりしてるわけです。定住

人口が激減してるのと全く違うパターン。ど

れをもって自分たちの町の活性化に寄与でき

るかということを考えるとそれしかないんで

す。私たちは、それしか考えられなかったん

です。つまり交流人口、流出していった、あ

るいは移転していった子供たちも含めて、そ

れを超える数だけの人たちを呼び込もうとい

うことを考えた。にぎわいの創出によって、

町の中を少し活性化したらどうだろうという

ふうに考えたんです。 

 問題は、そうした人たちが来てくれるかど
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うかということです。例えば、会津若松の観

光に関してはこの１０年の間に１００万人減

らしてるわけです。その４億４,０００万人の

人たち、今どこに行ってるのかなということ

をいろいろリサーチしてみると、最近の旅と

いいますか、観光の形態が大きなパラダイム

シフトになって、全く昔とは様変わりしてる

わけです。その辺をよく素人なりに研究する

ことが、その地域の活性化につながる一つの

要因ではないかというふうなことを考えてお

ります。 

 今、コンピューターの時代ですから、いな

がらにして物も情報もすぐ手に入るわけです

よね。交流人口って、旅をしたり、移動する

人たちというのは結構アナログ的な行動だと

思うんです。お金を使って、時間かけて、手

間暇かけて移動するわけですから。コンピュ

ーターの時代にもかかわらずそういう人たち

がいると、これはどういうことなのかなとい

うふうに考えたとき、コンピューターの前に

１週間も座ってると何かちょっといらいらし

たり、あんまり人間性回帰にはつながらない

のかなというふうに考えているんです。 

 つまり、やっぱり人間というのは自分が持

ってる、人間本来持ってる五感ですね、見て、

聞いて、触れて、嗅いで味わうと、この五感

を充足させていかないとおかしくなってしま

うんじゃないかと思ってるんです。今は、昔

だったら考えられないような事件が多発して

ますけど、これがすべてコンピューターのせ

いだとは言いませんけども、かなり大きな影

響があるような気がするんです。 

 やっぱり、人間というのは五感を充足させ

るために行動すると、つまり交流する一つの

動機としては、皆さん方が毎日生活している

周りにある世界、あるいは周りにある文化と

違う世界、違う文化を自分の五感でもって体

感するというのが、いわゆる交流の動機にな

ると思ってるんです。 

 海外旅行なんてまさにそのとおりで、わず

か５時間、６時間飛行機に乗っただけで、ま

さに歴史も、文化も、風土も、気候も、人種

も、宗教も全く違うシチュエーションに身を

ゆだねて、１週間の夢見心地の体験をしてく

るというのが、いわゆる海外旅行の醍醐味だ

と思うんですけども、まさにそれによって、

そういった動機によって人が動くんではない

かというふうに思ったわけです。 

 そこで私たちのまちづくりといいますか、

私たちは大上段に振りかぶって、中心市街地

の活性化なんてことではなくて、本当にグラ

スルーツの町おこしといいますか、地域おこ

しみたいなことで始まったんですけども、そ

んなことで人を呼び込むことはできないのか

ということで始まったのが、会津若松、田舎

町のその中でもまた下町にある七日町という、

本当に小さな下町の通りの地域おこしなんで

す。 

 これなんかは多分、皆さん方から見れば、

田舎町のそんな取り組みが本当に参考になる

かどうかということで疑問を持たれるかもし

れませんけども、現実に私たち、その取り組

みをやった結果だけまずお知らせしますと、

その七日町ってシャッター通りを通り越して

ゴーストタウンだったんです、１０年前。通

りの７割が空き店舗だったんです。残った３

割も何かおじいさんとおばあさんが辛うじて

店番してるような、非常に疲弊し切った通り

で、来訪者といいますか、外来者といいます

か、買い物客なんかも全くゼロの通りだった

んです。 

 そこで取り組みをした結果なんですが、そ

の七日町通りというのは、もう本当に絵にか

いたようなゴーストタウンといいますか、な

んたって建物なんかも先ほど言ったように会

津というのは藩政時代の建物がほとんどない

んで、明治からの町並みなんです。明治の建

物がぼろぼろになって残ったり、大正時代の

建物がそのまま傾くような、すすけたような

感じで傾いて、昭和の初めの建物がランダム

に建ってるのが本当にぼろぼろの通りだった。

歩く人もだれもいない通りだったんですが。 
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 そうはいっても、残った３割のお店のおば

あさんとおじいさん、どんな生活をしてるの

かというと、私が言うほど惨めたらしくはな

いんです。後継者はもちろんだれもいないで

すよ、みんな見限って東京に働きに行ったり、

進学をしてそのまま東京に就職するというよ

うなパターンですので、ただ、お盆とかお正

月に息子たち、子供たちが帰ってくるわけで

す。そうすると、ボーナスをもらって帰って

きた子供たちがお小遣いを置いて、また戻っ

ていくわけです。 

 その小遣いで何とか食いつないでいるとい

うのが、その町の残った３割のお店の生活パ

ターンなんです。もちろんそのお客さん、建

物も店を改装したりやってないわけです。土

地建物は継承されてるわけですから、借金は

ないわけです。建物も改装しないし、お客さ

んいないわけですから、商品仕入れの必要な

いんです。支払いの必要もないということで、

非常に気楽な稼業といいますか、それで食い

つないでいるというのがその町の状況だった

ですが、ただ、そういうのを私が戻ってきて

見ていると、年取ったおじいさんとおばあさ

ん、その後どうするのかなというふうにずっ

と経緯を見ていると、大体おじいさんが先に

亡くなっちゃいますよね、おばあさん１人だ

け、そこに残って、一時は「七日町ばあさん

通り」と言われるほどの通りだったんですけ

ども、そういう通りが、今度ばあさんも亡く

なってしまうと、そのお店どうなるのかとい

うと、大体が後継者、子供たちが戻ってきて、

お葬式をして、いろんな手続をして、結果的

にはその地元の建築屋さんにお願いして建物

を壊しちゃうわけです。 

 当然、東京にいる子供たちにしてみれば、

田舎にある老朽化した建物を維持できないと

いう理由から更地にしてしまうわけです。そ

うすると今まであった建物、連続性のあった

建物がどんどん歯抜け状態になってきてると

いうのがその七日町の通り、そういうのがど

んどん進行してきてるわけです。 

 もし、何らかの機会に皆さん方で会津若松

においでになる機会があったとき、七日町を

一遍見てください。そういった建物がどんど

ん取り壊されて何十軒も空き地になってると

こが幾つかあるんです。そこに立ちますと、

実は隣町までもう見えてしまう。つまり、町

がなくなってしまうような状況になってきた

んです。 

 そこで何とか町を残したいという思いから

取り組んだのが、我々の取り組みなんですが、

何をやったかということなんですけども、先

ほどいろんなことを申し上げたとおり、人が

来てくれる一つの動機として、異文化を五感

で体感するというのが交流の動機だとすれば、

会津若松みたいに戊辰戦争に負けて、その後

復興した町、戊辰戦争に負けることによって、

今まで政治をつかさどっていた武家階級の中

枢がほとんど青森県のむつ市というところに

流されてしまったんです。 

 残ったのは町人、いわゆる商人ですね。商

人、それから農民、それから武家階級でもい

わゆる足軽ですね、下級武士ですね。いわゆ

るもうかすが残っちゃったわけです。私はそ

のかすの子孫みたいなもんなんですけども、

その人たちがどういう経緯をたどって復興し

たのかということ自体が皆様方にとっては、

まさに異文化だろうと。そういったものをブ

ラッシュアップしてプロモートすれば人が来

てくれるんではないかというふうに思ったん

です。 

 そんなのを人に話しても、そんなことした

って人が来るわけないということだったんで

すが、現実には１０年前、そういう取り組み

をした結果、翌年、だれも歩かなかった通り

に１,０００人ぐらいの人が来てくれたんです。

１,０００人と言っても１年間１,０００人。

１日２人半ぐらいの計算になりますけども、

来たんです。それが２,０００人になったんで

す、その翌年。５,０００人に増えて、１０年

たった昨年のカウントで２５万人ぐらいまで

なってます。今年３０万人に増えてます。確
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実に増えてるわけです。 

 会津若松全体の入り込み数が１０年の間に

１００万人減ってる中で、一部のエリアだけ

が増えてるというふうな現象が起こりつつあ

るんです。という取り組みを簡単にご紹介し

たいと思うんです。何をやったかということ

を、ちょっとスライドを持ってきたんで見て

いただきたいと思います。 

 門外漢ながらも、いわゆる景観という切り

口でまちづくりをしたんです。我々全くの素

人ですから、皆さん方、専門家に言わせると

非常に稚拙なアイデアかもしれませんけども、

それでも現実に。 

 あれ、これフィルムが逆ですね。このまま

行きましょう。 

 これ、建物を見ていただくと分かるんです

が、会津、こういう地方都市には高度経済成

長期に中央からの大型資本といいますか、中

央資本がどんどん進出してきた時代があった

んです。それでそれに対抗するため、地元の

商店为は何をしたかというと、当時、近代化

店舗という制度資金があったんです。それを

借りて近代化店舗、いわゆる東京のような建

物に直すことが対抗策の一つであったんです。 

 ところがほかの中央の方の、中央といいま

すか、もっと中心商店街はそういったその建

て替えの資金を借りて、建て替えたんですが、

その七日町通りというのは、そのころ既に地

盤沈下してまして、近代化店舗の融資の対象

になんなかったんです。そのために、ほかの

店が、ほかの町がどんどんそういう近代化店

舗に建て替わるのを横目でにらみながら、融

資を受けられない人たちが手持ちの資金で表

側だけ近代化店舗風に直したんです。いわゆ

る看板建築といいますか、これは正面から見

ると当時の近代化店舗というのは、２階建て、

３階建ての四角い鉄骨のビルディングが、当

時、近代化店舗と言われたんです。これは正

面から見るとそんなふうに見えるんです。脇

から見ると全くお粗末になっちゃうんですが、

こういった姑息な手段をとったために、ます

ます衰退に拍車をかけた通りなんです。 

 フィルムも裏側ですから、ますます衰退し

たように見えますけど。 

 明治の初めのころ、西洋文化がどんどん日

本に入ってきたときに、東京なんかも洋館、

西洋館というのが日本人の大工さんによる洋

館建ての建物がどんどんできましたけども、

会津若松みたいな地方都市も地元の大工さん

が見よう見まねで洋館を建てたんです。それ

が当時の一つのステータスといいますか、商

人のステータスといいますか、そんな状況が

あったということで、当時は非常に斬新な建

物で、これは看板をとると塚原デパートメン

トストアというレリーフがあるぐらい、非常

に日本と西洋の融合した洋館建てで、当時は

非常ににぎわったお店だと言われますけども、

こんな建物がぼろぼろになって残ってるとい

うことです。 

 これちょっと角度を変えてるんです。 

 これも、これは会津の窯でつくったレンガ、

会津のレンガでつくった蔵、レンガ蔵なんで

すけども、会津って結構蔵のお店、蔵店なん

かが多いです。蔵づくりの建物が多かったり、

店があったり、倉庫蔵があったり、その一つ

なんですけども、これも当時は非常に豪壮な

レンガの建物なんですけども、今ごらんにな

ったとおり空き店舗で、これ４０、５０年空

き店舗になってます。 

 これね、壁ははげ落ちですね、看板は何書

いてるか分かんない、逆さから見てるからな

お分かんないというようなとこなんですけど

も、こんなとこで買い物する人いないような

状況のお店ですね。商品も、本当に３０年ぐ

らい同じ商品飾ってるようなお店です。 

 これが実は一つ我々の取り組みのきっかけ

だったんです。山寺米穀店、つまりお米屋さ

んなんです。ところが米の規制緩和がありま

して、もうお米をスーパーでもコンビニでも

どこでも売るようになっちゃって、ここにお

米を置いても売れないんです。たばこを販売

したりして、何とか辛うじて食いつないでた
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んですが、とうとう音を上げて、ここの息子

がうちに飛び込んで来て、もう店を閉めて東

京に行くということだったんですが、何とか

なだめて業態変更しようと。その目的は業態

変更というよりも、店を直そうということな

んです。わずか５坪ほどの小さな店、お米屋

さんですから米の粉を使ったおだんごでも出

したらどうだろうなという提案をしましたら、

結果的にいろいろ、茶屋にしてみようという

ことで、５坪のお店をリニューアル、リノベ

ーションかけたんですが、そのときの資金が、

見積もりを地元の工務店に頼んだら２５０万

円、それがなかったんです。 

 その２５０万円を、ちょうどこの向いに会

津信用組合七日町支店という地元の金融機関

があって、その支店長を連れてきて、本当に

拉致監禁しまして、何とか搾り取った２５０

万円でこの店を直したのが、これが一つの

我々の取り組みの試金石になったんです。 

 ２５０万円ですから、当時に戻しただけな

んです、建ったときの当時。建物自体は歴史

的な建造物でも何でもない、昭和の初めごろ

の本当のしもた屋なんですが、それでも当時

まだ地域コミュニティーがあったころの風情

のある建物に、全部アルミシャッターを外し

て、木製アルミの戸を当時の木製に変える。

新建材を外して漆喰の壁にするとか、その程

度です、２５０万円。 

 これはその隣なんですけども、これはご存

じのとおり本当に倉庫になってるんです。こ

れはもう３０年ぐらいこのままでありました。 

 これですね、七日町通りって８００メート

ルから９００メートルある長い通りのわずか

５坪の店を第一番目に、こういった修景をし

たんですけども、これ店やっても、お店を新

しくリニューアルした、業態変更したという

ことで、オープンの日に、ここの息子が親戚

とか、友達に開店祝い、案内を配ると、その

人たちが迷惑そうにお祝いを持ってくるわけ

です。でも、もう幾らもいない、種が切れち

ゃうわけです、１週間から１０日ぐらいで。

大体こういう店というのは１カ月後にはしり

すぼみでだれもいなくなっちゃうというパタ

ーンなんですが、それですと我々の計画が全

くここで頓挫してしまうので、何とかこの店

を活性化の糸口にしていかなきゃなんない。

周りじゅう見てるわけです。あそこ２５０万

円かけてやったけど、だまされてるんじゃな

いかみたいな、非常に針のむしろのオープン

だったんですけども。 

 そこで一つテクニックとしてはちょっと姑

息なんですけども、会津若松、姫路もそうだ

と思うんですけども、春先に必ずガイドブッ

クの特集号、春の姫路城みたいな特集を組む

んですよね。「るるぶ」とかいろいろありま

すね、ガイドブック、そういうとこに私この

１軒だけの写真を撮って、コメントをつけて

ちょっと取材のために送ったんですけども、

実はある雑誌社が取材に来たんですけど、こ

れはだめだと言うんです。そんな８００メー

トルもある普通のどうしようもないシャッタ

ー通りに５坪ほどの１軒だけこんなのをやっ

たって、取材の対象にならないと断られたん

です。 

 そこで考えたのが、あまり大げさでなく取

材に来ないようなコメントを書いて、雑誌社

に送りつけたら、１０社のうち２社だけ取り

上げてくれたんです。鶴ヶ城に来た、あるい

は飯盛山に来た観光客の人が雑誌を片手にこ

の店に何人か訪ねてきたんです。 

 そうするとこういった下町の古い町ですか

ら、生まれて死ぬまで隣近所の人としか話し

たことないような人たちの中に、あたかも東

京から、あるいはよそから訪ねてくるような

風体の人たちがこの店に入ってくるわけです。 

 すると周りの人たちは、何だこれはと。普

通だったらさっき言ったように１週間から１

０日でお客さんが種切れになっちゃうんです

けども、会津若松の人でないような人たち、

先ほど言ったように、会津若松というのは戊

辰戦争で町が一たん破壊されてるんで、今ま

で町の中にだれ１人入ってこなかったわけで
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す、観光客。観光客の顔を見てない市街地の

人たちばっかりだったんですが、あたかもそ

んな観光客風体の人たちが、この店に雑誌を

持って入ってくるようになったわけです。そ

うすると周りの人たちも、周りのいわゆる商

業者ですね、今度は計算機片手にこの前の店

を行ったり来たり、自分ちの店が暇なもんで

すからやってるわけです。 

 こうやってみると何人入って、何食ってる

か分かるわけです。計算すると向かいの支店

長から２５０万円融資を受けたのも分かって

るわけです。金利も分かってるわけです。す

べて分かってる中でバランスシートが立って

くるわけです。たった２５０万円で１日３万

円から４万円の売り上げがあると、これは費

用対効果ありと判断した人たちが、今度、隣、

隣と夜、うちに電話かかってくるんです。ち

ょっと相談に乗ってもらえないかというふう

なパターンで始まったのがこの取り組みです。 

 これもさっきの店の隣です。３０、４０年

こういった店だったんですが、何とかしたい

と、だけど金ないということで、何とか絞り

出したのが１００万円、直したのが我々素人

ですから、そんなんでやってみましょうとい

うことでやったのが次です。 

 こういうふうに、ただあれですよ、下の板

張りを張ったり、アルミの戸を木製建具に変

えるぐらいですね、１００万円ですから、せ

いぜいこんなのが限度なんですが、これをや

った途端に、今度はテナントとしての借り手

がついたんです。 

 会津木綿って、やっぱり伝統産業の一つな

んですが、これも衰退してほとんどやってる

人いないんですが、会津木綿を扱ったお店。

今はこの店に１年中人がいないとき、お客さ

んがいないときがないぐらい、非常に賑わっ

ているお店になりました。 

 その隣、これは自転車屋さんだったんです。

７０歳ぐらいのおじいちゃんが１人でパンク

の修理か何かやってたんですが、ご存じのと

おり国道に面しているんで、何かひょこっと

出たら交通事故にあってひかれちゃったんで

すよ。店を閉めちゃって、これも３０年ぐら

いそのままほったらかしてあったんですが、

隣が直したら、テナントがすぐ入ったという

んで、すぐうちに来まして、うちも直したい

ということで、これも１００万円ぐらいです

よ。 

 よく見えるんだけど、例えば蔵ありますね、

黒漆喰に見えますけど、あれはトタンにペン

キを塗っただけです、最初はこんなもんで。

そしたら、これは東京の骨董屋さんが出店希

望で入ってきたんです。 

 今度、反対側の隣なんです。米屋さんを中

心に１軒ずつ広がっていったんです。これは

昔の何て言うのかな、紙屋さんというか段ボ

ールか何か扱ってたところなんですが、もう

自分ち自体がもう段ボールで張りつけた店に

なっちゃって、これも４０年ぐらいこのまま

ぼろぼろになって、だれも住んでなかったで

す。 

 ここも全部漆喰に塗り直して、こんなふう

にしたらお豆腐料理屋さんが出店したんです。 

 その向かい、米屋さんの向かいだったんで

す。これは、ただ町内のたまり場みたいにな

って、隣ではクリーニングの取り次ぎか何か、

奥さんが辛うじてやってたんですが、ここに

隣町にある老舗のお菓子屋さんが七日町店を

もう一つ出そうということで出店してくれた

んです。 

 その隣に、さっき言った会津信用組合七日

町支店、拉致監禁された支店長のいるところ

ですね。それでもそういった事業所として、

いわゆる出店事業所として町が少しずつ、そ

ういった修景、リノベーションがかかってき

たので、自分たちも何とか地域貢献、今ＣＳ

Ｒ、地域貢献ということで協力したいという

ことで、ここはお金を扱ってるんで、お金あ

るんで１,０００万円の予算を自分とこでつけ

て、この建物をどうしようということで、私、

提案したんですが、屋根をかけましょうとい

うことで屋根をかけたんです。 
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 こんなふうにですね、あと格子で、素人が

やってるわけですから、この程度なんですけ

ども。 

 これは角度を変えて見ています。ついでに

こういうふうに直したということです。 

 これはその銀行屋さんのこっちの隣なんで

す。向かい側に当たってますけど、これ昔は

炭屋さん、炭なんかもう売れなくなっちゃっ

たんで、その後、練炭か何か置いてたら、今、

話題になってる練炭ですね、今はもう練炭な

んかも売れない時代ですから、灯油の配達を

辛うじてやって、細々とやったんですが、こ

このおやじが来まして、いきなり澁川君、お

れはもうこの建物を壊してビルを建てるんだ

と言うんですよね。待ってくださいよという

ことで何とか納得してもらって、３００万円

でこれをリノベーションかけたんです。 

 表だけですから、こんな程度ですけども。 

 角度を変えて見てます。３００万円です。

あんまりこのおやじ３００万円、３００万円

って言ってくれるなと言われてるんですけど

も、こういうふうにしましたら、今度、息子

が戻ってきて炭屋を始めたんです。炭専門店、

今、非常に人気のスポットになりました。 

 これ角度を変えて見ています。３００万円

ですね。 

 これはやっぱり同じ並びなんですけども、

昔、荒物屋さんって分かりますか、わら製品

とかそういうのを売ってた店、これ４０年ぐ

らい前に一家離散して、空き家になってずっ

とあったんです。もう建物も傾いてたんです

が、後継者が名義持ってるんで、そこに交渉

して、借りることにして、今度テナントとし

て入る人をマッチメークさせて、骨董品屋さ

んに変わりました。 

 こういうふうに変わったわけですね。 

 先ほど大きな洋館建ての建物ありましたけ

ども、これはこういった小さな建物もあって、

種屋さんなんです。植物の種ですね。上にカ

ブのレリーフか何かあって、彫刻があって、

これもちょっとお化粧しただけです。これ５

０万円ぐらいでお化粧しただけです。 

 もとの素材を生かしただけですけども。 

 会津って漆器の町なんです、漆。漆器職人

が作業する漆器蔵といって、５坪ほどの小さ

な蔵なんですが、この前に建物が建ってたん

です。それを壊したら漆器蔵が露出したわけ

です。これが、今、和風レストランに変わり

ました。 

 そうこうしてるうちに、我々だけではなく

て住民の方が自分で建物を直し始めたんです、

自前で。何となく見よう見まねで、隣に調和

のとれたような建物にしようということで、

シャッターを外しましょう、アルミサッシの

ドアを木製建てに変えましょうということで、

変わったのがこのお店です。 

 これはちょっと失敗例なんですけども、中

にはこういうのが一つぐらいあるんです。み

んなでああでもない、こうでもないと言った

ら、何か訳の分かんないのになっちゃった。

こういうのもあっていいのかなと、これは失

敗例です。 

 これは家電屋さんだったんですが、電激倉

庫とか、コジマ電気、もう郊外にいっぱい、

ケーズとかですね、大きな電気屋さんができ

て、町の電気屋さんがもうほとんど２０、３

０年前に撤退して、そのまま空き店舗だった

んですが、これは隣町の学校の先生がリタイ

アしまして、その退職金でもってそば屋を始

めたんです。今、人気の店で、行列のできる

店になりました。 

 これは空き地だったんです。こういう動き

が出始めたら、その地为がじゃあおれもちょ

っとそれらしくやってみようなんて勝手に建

てたんです。こんなもんですね。 

 これは、この蔵が見えなかったです、前に

プレハブの建物が建ってて。これを取り壊し

て白壁の土蔵だったんですが、黒漆喰に塗り

直して、隣の洋館と非常にコントラストを持

ったせる結果になって、自分で今度商売、普

通の民家だったんですが、人がどんどん通る、

昔はだれも通らなかったのに、今は人がどん
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どん通るんで、もったいないと商売を始めた。

つい先々月ぐらいに商売を始めたところです。 

 これもあそこ何とかスポーツと書いてあり

ますけども、スポーツ店だったんですけど、

これもヴィクトリアとか大型郊外店がどんど

んできまして、町の中のスポーツ店はもう全

部閉店。プレハブの建物を壊したら蔵が出て

きたんです。それをリニューアルしたわけで

すけど、こんなふうに変わったわけです。 

 これはファミリーマート。これわざわざつ

くったんです。ファミリーマートと交渉しま

して、いわゆるコンビニをこの町にどうだろ

うなんていうことは我々反対したんですが、

やっぱり都心居住生活もしなきゃなんないと

いうことでコンビニも必要だろうと。ただ、

景観的にはやっぱりこの町の町並みに合った

ような調和のとれた店舗にしようということ

で、ファミリーマートもそれを了解して、話

題になった店なんです。ですからほかのファ

ミリーマートを通り越してここに来るような

お客さんもいるということで、結構売り上げ

は伸びてるというふうなことです。 

 その向かいに、これは大正時代の洋品屋さ

んだったんです。さっき言ったように、おば

あさんが最後に亡くなって、ここを管理して

たおばあさんね。息子さんたちがもう早速お

葬式が終わったら、これを取り壊そうという

話になったんですが、私たちが行って、何と

かこれを貸してもらうということで借り受け

て、今度はそこに入る人、テナントを探して、

地元の酒屋さんのだんなさんにここを借りて

もらって、これは会津、４００年前に蒲生氏

郷という名将が会津を統治してたんですが、

そのミニ資料館を自分でつくったんです。 

 これはさっきファミリーマートの隣、これ

は畳屋さんだったんですけども、隣のファミ

リーマートにも人がどんどん来るようになっ

た。自分の店の前も土日祭日はもう何か黒山

の人がどんどん通っていくんで、もう７０ぐ

らいのおばあさんなんですけども、自分がお

嫁に来たころ、非常にこの通りが賑やかだっ

たらしいんです。ところがそれからどんどん

疲弊しまして、ここのとこは本当に、ここ１

０年、２０年は人っ子一人通らない通りだっ

たんですが、ここに来て、また昔をほうふつ

させるような人通りになってきたと。単に自

分とこで畳屋をやってるんじゃもったいない

ということで、畳に関連するということで、

わら製品を置き始めたんです。 

 そして一角に、お茶を飲むコーナーをつく

って、自分のつけた漬物なんかをここを通る

人たちに振る舞ったりしたら、何か町のコン

シェルジュなんて言われて、本人何のことだ

か分からないような顔をして、全国からファ

ンレターが本当に天井に届くほど、今はテレ

ビ取材がひっきりなしに入ってて、何かもう

町の名物おばあさんになったというお店です。 

 これは先ほど、向こうにあるのがお米屋さ

んだったんです。気がつかなかったと思うん

ですが、その隣は普通の無機質なグレーのコ

ンクリートのむき出しのビルだったんです。

そういうのがどんどんできたら、自分とこだ

け浮いちゃったわけですよね。 

 相談に来まして、何かこんなはずじゃなか

ったと。自分のお店だけビル３階建て建てて

意気軒高だったんですが、周りを見たら自分

とこが今度浮き始めたんで、何とかしてほし

いということで相談に来られたんですが、ま

さか建物を壊してもう１回なんていうわけに

いかないので、隣近所に調和のとれたような

景観を施しましょうという提案でこのように

したら、こういうふうにリニューアルした途

端にお客さんが入り始めたんです、本当に。

そういうお店です。 

 一つだけ象徴的なお話をさせていただきま

すと、会津若松の七日町通りに七日町駅とい

うのがあるんです。これは会津若松駅と違っ

て、小さな駅なんです。うちのじいさんたち

が昭和の初めに隣近所から寄付を募ってつく

った、本当に１階建ての平屋のドイツ風板張

りといいますか、でも当時はまだモータリゼ

ーションの前の時代、列車の時代です。非常
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に乗降客が多くて、そんな小さな駅にもかか

わらず、駅員さんが６、７人いたんです、私

の子供のころ。 

 ところが、モータリゼーションということ

で、もう駅を利用する人がだれもいなくなっ

ちゃった。５年前にその駅に行くと、もう放

置自転車の山です。建物はぼろぼろです。も

ちろん無人駅です。コンコース、通路だけ開

いてるんです。そこを利用するのは、会津若

松を取り巻く町村の高校生が会津若松の高校

に通う通学駅としての利用だけなんです。 

 その高校生がまたちょっと柄が悪いんです。

毎日違う自転車に乗ってくるんですよ。片し

ても片しても自転車の山。これじゃあ、らち

があかないんで、会津若松の駅に行って交渉

したんです。何とか駅員さんを置いてくださ

いと。そしたらＪＲ東日本、方針として、無

人駅というのは人がいないから無人駅なんで

すよなんて、訳の分かんないことを言われて

らちがあかなかったんです。 

 結果的に、我々もそれで引っ込むわけにい

かないので、それを統括してるのがＪＲ東日

本仙台支社というとこに、今度は日参しまし

て、１年ぐらいいろいろ交渉した結果、あん

まりしつこかったんでしょうね、最後はもう

来なくていいと、来ないでくださいと。その

かわり駅貸しますからということで、我々民

間が日本で初めて駅舎を借りちゃったんです。

そこでコーヒーショップをやったんです、七

日町駅カフェ。女の子、今、１人でいます。 

 今行っていただくと、放置自転車は１台も

ありません。前はトイレなんかも自転車が投

げ込んであったり、たばこの吸い殻が山にな

ったり、我々が行くと柄の悪い高校生が車座

になってたばこを吸って、横目でにらむよう

な非常に务悪な環境だったんですが、今は柄

の悪い高校生、もう下向いてさっと通るだけ

なんです。いい人たちがいっぱい集まり始め

て、隣近所の人たちも、最近、自分ちのトイ

レ使わないで、そこに使いに来るぐらいきれ

いなトイレになってます。 

 女の子１人で、今、運営しています。年間

売り上げが２,０００万円、いわゆる人件費と

いうか、管理費が捻出できるようになったわ

けです。環境がよくなりました。 

 つまり、何が言いたいかというと、景観を

よくしたんです。つまり、きれいにしたんで

す。当時建ったと同じようにリノベーション

をかけました。 

 そうしましたら、景観がよくなったら環境

が非常によくなったんです。環境がよくなり

ましたら、人がどんどんそこに集まり始めた

んです。人が集まったら、そこで今度商売が

成り立つようになったんです。そういうサイ

クルなんです。そういうのを七日町通りで一

つずつ付加していこうという取り組みなんで

す。 

 ですから、景観、環境、産業、居住、この

サイクルを町の中に。そうすることによって、

我々は今見て分かるとおり、建物を壊して新

しくつくる、つまりスクラップ・アンド・ビ

ルドは一切やってございません。今まで日本

というのは多分戦後いろんな建物が建てられ

てきましたけども、目的が達成されると新し

い物に建て替えられる、いわゆるスクラッ

プ・アンド・ビルドの繰り返しだったんです

が、私は、非常に無駄だと思ってるんです、

そういうものは。つまり、やっぱり持続可能

な町をつくるためには、我々のような取り組

みが非常に効果的だと思うんです。資源の無

駄にはならないようなまちづくりとしても、

そういう面からも一つ注目されてると思って

るんです。そんな取り組みをやってるのが、

今、我々の取り組みなんです。 

 例えば、この姫路市もいろんな取り組みを

やってらっしゃることをお聞きしてますけど

も、例えば商店街に蔵店があったり、木造の

店舗が空き店舗になったときに、短絡的にそ

れを壊すか、あるいは新しい感性のもとにそ

こに魂を入れ直して再興させるか。これは多

分にその地域の文化のレベルが試される選択

ではないかということを思ってるんです。 
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 本当に、こういう文化度の高い姫路市であ

るならば、ぜひそんな取り組みをしていただ

ければ、まさにいいまちづくりができるんで

はないかというふうに思っております。 

 もう一つ、我々の取り組みのきっかけは、

実はバブル時代に毎日テレビを見ていると、

若い女性がヨーロッパ、特にパリやミラノな

んかのブランドショップとか、そういうとこ

に本当に群がって、ひんしゅくを買うような

買い物をしてる光景が何回か映し出されたん

です。商品はどこでも買えるわけです、今、

並行輸入もできるし、免税店の店も全国、全

世界どこにでもあるし、何もそこまで行かな

くてもですね。 

 だけど、そこにそれだけの人が群がってる

と、何かあるのかなと、ふと気がついたのは、

そういったヨーロッパのブランドショップと

かファッションの店というのは、ほとんど建

物が１,０００年単位の建物なんです。その中

で本当に古い建物の中でファッションという

最新の展開をしている。つまり、古いものと

新しい物が融合することによって、そこに新

しい文化が創出されてるんではないかという

ふうなことを気がついたんです。 

 そんなことを考えて、今から１０年ほど前

に栃木県に行ったんです。栃木県は蔵の町な

んです。そこの一角に、本当に黒漆喰の土蔵

の中で、カーショップを展開していたんです。

本当に若者のアルミホイールなんかもぴかぴ

かのを飾って、まさにその古いものと新しい

物が融合する、一つの新しい文化がそこにや

っぱり創出されてるのかなと、結局それを全

部ジャックしたのが七日町の取り組みなんで

す。 

 古い建物の中に新しい感性を入れることに

よって新しい展開が始まると。我々の時代が

終われば、我々の感性がもう通用しなくなれ

ば、次世代にその建物を譲って、その人たち

がまたリノベーションをかけながら新しい展

開をしていく。つまり、サステイナブルなま

ちづくりをしていくということが、多分にこ

れからの方向性としては間違いないんではな

いかというふうなことを思っております。 

 大体が、我々の取り組みってこんなとこな

んです。ただ、いろんなまちづくりとか町お

こしとかありますけども、ほとんどが頓挫し

てる大きな要因の一つは、やっぱり経済活動

がついてない、バックボーンにないというこ

となんです。私たちはこういう取り組みをす

ることによって、一軒一軒のお店の費用対効

果を上げています。全部で４０軒ほどリノベ

ーションをかけました、わずか１０年足らず

ですけども。 

 人っ子一人いないところに、本当に交流人

口といいますか、外来者がゼロだったところ

に１０年で２５万人まで持ってきました。こ

の取り組みが七日町でまだ２割程度なんです。

これが３割、５割と増えていくことによって、

結果的にこの８００メートルの通りに１００

万人を年間で呼びたいんです。１００万人を

呼べば、先ほど申し上げたように、人口が３

万人増えたと同じような経済効果がここで受

けられるというか、享受できるということに

なろうかと思います。 

 これが各地域で同じような取り組み、そら

同じことをしたらだめですよ。いわゆる東京

のまちづくりみたいなことをやっちゃだめな

わけですから、画一的なものはだめだと言っ

てるわけですから、やっぱりその地域の歴史、

文化、風土に帰着したまちづくりでしか、そ

こに行かなければ味わえない、そこに行かな

ければ感じられない、そこに行かなければに

おいを嗅げない、そういうまちづくりが全国

津々浦々の都市でされることによって、人口

が減ってもお互いに交流し始めれば何も怖い

ことはないというふうに考えているんです。 

 現実に、会津若松では隣町の喜多方市、ラ

ーメンで有名な喜多方市、人口５万人、今１

００万人アップでここ１０年ぐらいずっと続

いています。今度は喜多方と会津若松の交流、

いわゆる定住人口の交流が始まってます。ご

存じかどうかわかりませんけども、会津若松
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から１時間ぐらい離れたところに山の中に集

落が一つ、昔からあったんですけど、藩政時

代の宿場町が出てきたんです。そこに今１０

０万人集まってます。 

 長野県小布施、栗の町、人口１万２,０００、

あそこに１２０万人、人口の１００倍の人が

集まってます。何も風光明媚でもありません。

温泉もない。やっぱり栗という、その地域に

特化したものをいわゆる露出するというか、

プロモートする。それからあそこは葛飾北斎

が晩年過ごした場所なんで、そういった文化

的なものをやっぱりプロモートするというこ

とが、その地域の特性をさらに際立たせると

いいますか、そんなことになるんではないで

しょうか。 

 この近くでやっぱり象徴的なのは滋賀県の

長浜でしょうね。人口８万ちょっとぐらいで

すか、あそこにやっぱり４５０万人から５０

０万人近い人が来てますね。やっぱり西高東

低でね、こっちはすごいんですよ。 

 湯布院なんかもそうです。人口１万１,００

０人、あそこに４５０万人が来てますね。門

司区なんてすごいですよ。あそこは北九州と

いうバックボーンがありますから、けたが違

う交流人口を呼び込んでると、そういうもの

で成り立ってる町と。 

 東京なんかも、やってること全部同じです

から、もっと早く気がついてるだけです。石

原都知事のやってることは、平成９年に東京

都観光事業審議会において、東京の都市観光

の方向と都の役割という答申を発表して、都

市観光の振興をもって都政の柱とするという

ことを明言してます。やってることは、入っ

てくる人たちから金を取ることを考えてるわ

けです。日本一の観光地はやっぱり東京です

からね。 

 皆さん東京に行くと、ホテル税取られてる

わけです。１万５,０００円以下は１００円、

１万５,０００円以上は２００円、いや、おれ

払ってないなんて人はいない、みんな取られ

てるんですから。 

 しまいにあそこはカジノ構想まで持ち出し

て、これは実現しませんけども、今やろうと

してるのはコンベンションですよね。つまり、

またオリンピックに手を挙げましたけども。 

 大阪だって黙ってないわけですね。答申を

発表した同じ年に都市観光課なんていうのを

新たに新設してるわけです。何やったかとい

うと、ユニバーサル・スタジオ・ジャパンで

すね。舞浜に持って行かれた、年間１,８００

万人ぐらいディズニーランドに入ってますけ

ども、それを何とか巻き戻そうとしてユニバ

ーサル・スタジオ・ジャパンをやったわけで

すけども、とにかく、今、交流人口を拡大す

るというのがやっぱり各自治体の命題ではな

いでしょうか。 

 同じ東京でも、例えば千代田区、私は実は

日本商工会議所に関係してるんですが、東京

の馬場先門にあるんです。あそこで会議して

ると退屈な会議ですから、下見てるとお昼に

なると丸紅周辺のオフィスビルからみんなが

昼間吐き出されてきて、あの辺のレストラン

がもう立錐の余地がないぐらい。時間になる

とまたオフィスに戻る。夕方になるとほとん

どだれもいなくなっちゃうんです。千代田区、

昼間人口によって支えられてる町なんです。 

 つまり、それで成り立つんです。ですから、

交流人口で十分町は採算とれるということに

なれば、やっぱりそれを拡大して、１時間で

も滞在時間を長くする施策をぜひ考えていた

だければというように思ってます。 

 会津若松は多分、２７０万まで下がったの

が、３５０、３６０万まで盛り返しました。

それは七日町の効果もあるんです。５００万

まで行きますので、ぜひその推移をね、あの

ときあんなことを言ってたけど本当かなと思

って見ててください。これなりますから。そ

れと同じような取り組みを、だって、この姫

路って１,０００万人ですよ、去年、よそから

来た人たち１,０００万人いるわけですから、

これをいかに経済効果に還元していくという

か、本当にもったいないような気がするので、
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要らないんなら私にください。 

 つたないお話ですけども終わらせていただ

きたいと思います。 

 今日はどうもご清聴ありがとうございまし

た。 
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七日町通り修景事例 No.1 

 

①レオ氏郷南蛮館 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②山寺米店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③塚原呉服店車庫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（修 景 前） 

 

（修 景 後） 

 

（修 景 前） 

 

（修 景 後） 

 

（修 景 前） 

 

（修 景 後） 
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七日町通り修景事例 No.2 

 

④熊野屋菓子舗 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤会津商工信用組合七日町支店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥永井燃料店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（修 景 前） 

 

（修 景 後） 

 

（修 景 前） 

 

（修 景 後） 

 

（修 景 前） 

 

（修 景 後） 
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七日町通り修景事例 No.3 

 

⑦池田種苗店 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ほしばんローソク店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨きよ彦花 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（修 景 前） 

 

（修 景 後） 

 

（修 景 前） 

 

（修 景 後） 

 

（修 景 前） 

 

（修 景 後） 
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七日町通り修景事例 No.4 

 

⑩桐のいせや 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪トライネット研究開発室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫七日町駅舎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（修 景 前） 

 

（修 景 後） 

 

（修 景 前） 

 

（修 景 後） 

 

（修 景 前） 

 

（修 景 後） 


